
六角形構造は、ハニカム構造として建築や工学で多く使われています。

橋やビルの設計などで強度と軽さを両立するための仕組みとして応用さ

れています。

ハニカム構造は、ミツバチの巣に見られる六角形の形を取り入れた設計

で、橋やビルなどの建築物に使われています。この形状は強度が高く軽

量で、効率的に空間を活用できる特長があります。たとえば、飛行機の

内部構造や車の一部にも採用され、強さと軽さのバランスを保つ役割を

果たしています。

また、雪の結晶をモチーフにしたデザインは、服やアクセサリー、イン

テリア装飾品、建築物など、さまざまな日常アイテムに使われています。

自然が生み出す美しいパターンをそのまま取り入れることで、私たちの

生活に芸術的な要素を加えています。

さらに、雪の結晶の研究は、気候変動の観察や天候予測に役立ってい

ます。雪の結晶が形成される過程を調べることで、地球の温度や湿度の

変化を詳しく知ることができます。このような研究を通して、科学が私た

ちの日常生活や環境問題にどのように関わっているかを学ぶきっかけに

なります。子どもたちにとっては「科学は生活に関わっている」という気

づきのきっかけになるのではないでしょうか。

雪の結晶が六角形をしているのは、自然界の美しい規則性と水分子の特性

によるものです。水分子は特定の温度や湿度の条件下で凍るとき、分子が

最も安定する形で並びます。この過程で、六角形の対称性を持つ結晶構造

が形成されます。また、雪の結晶が一つとして同じ形にならない理由は、成

長する際の温度や湿度のわずかな違いが影響を与えるためです。そのため、

それぞれ異なる模様が生まれ、「自然が描く芸術」とも言われています。

例えば、ミツバチの巣も六角形の構造をしており、空間を無駄なく埋める形

として知られています。こうした自然の形には効率や安定性が隠されている

のです。このような科学の視点で自然を観察すると、身近な世界がもっと面

白く感じられるでしょう。

おりがみを使った六角形作りでは、数学的な形（正多角形）の特徴を学ぶきっ

かけを作ります。二つ折理にしたものを三つに折ることで、六角形を作って

いることを体験的に学びます。紙を折るプロセスは、空間認識力や手先の

器用さを育てるだけでなく、子どもたちが「形がどのように作られるか」を

体験的に学ぶ貴重な機会となるでしょう。

自由に切り込みを入れて模様を作る工程は、雪の結晶が自然界で一つとして

同じ形がないことを感じさせます。「自分だけのデザイン」を考えながら切る

ことで、創造性や問題解決能力を楽しく伸ばせます。

?

雪の結晶をつくって学ぼう

雪の結晶は、自然界の最も繊細で興味深い創造物の
ひとつです。しかし、ほとんどの雪の結晶は、六角形
になっていることをご存知でしたか？
今回は、子どもたちがおりがみを使って雪の結晶をつ
くりながら、自然界の形の不思議や科学を深めるきっ
かけになります。おりがみを六角形に折り、切り込み
を入れてオリジナルの雪の結晶を作る中で、数学的な
形の特性や、雪の結晶が自然界でどのように形成され
るのかを学べるアクティビティです。雪の結晶に隠され
た魅力的な科学についてまとめましょう。

約 45 分
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